
新潟水俣病公式確認 59 年 

新潟水俣病の歴史と教訓を伝えるつどい 
 

後世へのメッセージ 
 

 ただ今ご紹介いただきました、五泉市長の田邊正幸です。 
 阿賀野川流域市町村を代表しまして、後世へのメッセージを申し上げます。 
 
 新潟水俣病の公式確認から 59 年目を迎え、多数のご来賓の皆さまのご出席のもと、本
日「新潟水俣病の歴史と教訓を伝えるつどい」が開催されました。主催の新潟県をはじめ
関係者の皆様のご尽力に、深く感謝を申し上げます。 
 
 新潟水俣病の公式確認からは、長い年月が経過しておりますが、今もなお様々な苦しみ
の中にある被害者の方々のご心情を心よりお察し申し上げます。過日の県知事定例記者会
見において、花角知事より、水俣病の被害者救済について、終局的な解決のための抜本的
な制度の見直しを国に対し求める発言があり、私といたしましても、広く被害を受けた
方々が救われる制度が再構築されることを心から願っております。 
 

さて、私たちは、この阿賀野川流域地域で発生した水俣病の歴史や教訓について、次世
代を担う若い世代の人達を始め、幅広い層の方々へ広く知っていただき、受け継いでいか
なくてはなりません。新潟水俣病の歴史を決して忘れない、二度と繰り返してはならない
という決意は、阿賀野川流域に住む人々の強い想いでもあります。全国的に人口減少も進
み、高齢化に直面しております。年月の経過とともに、当時を知る方からお話を伺える機
会も減少している中、水俣病を決して風化させないことは非常に重要であると考えており
ます。 
 
 今後も国や県、関係機関の皆さまと連携し、緑豊かな山々や清らかな川、日常生活や産
業を潤す恵みの水など、この自然豊かな地域を守っていくこと、地域住民の健康や生活を
第一に考え、環境保全の取組みを進めてまいりますので、引き続き、お力添えを賜ります
ようお願い申し上げます。 
 
 結びに、この新潟水俣病の歴史と教訓が、風化することなく次の世代へ伝え続けていく
ことをお誓い申し上げ、私からのメッセージといたします。 
 

令和 6 年 5 月 31 日 
流域市町村代表 五泉市長 田邊 正幸 


